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丸亀市協働のまちづくりに関する市民アンケート報告書（概要） 

 

 

（１）調査目的 

「第２次丸亀市協働推進計画（仮称）」（計画期間：令和６年度～10 年度）を策定

するに当たり、協働の担い手となる市民の協働に関する現状と認識、課題などを把

握し、今後の市の施策や事業を考えるうえでの基礎資料とする。 

（２）調査対象 

    住民基本台帳から無作為抽出した 18 歳以上の市民  

（３）実施期間 

    令和５年５月 10日～令和５年５月 31日 

（４）実施方法 

    郵送配布・インターネット回答/郵送回収 

（５）回収結果 

    配布数…3,000 票、回収数…1,207 票、回収率…40.2％ 

（６）質問内容 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ  調査概要 

問１

問２

問３

問４

問５

問６

問７

問８

問９

問10

問11

問12

問13-ア

問13-イ

問14

問15

問16

問17

問18

問19

問20

問21

問22

問23

問24

 1 回答者の属性

地域活動・市民活動に参加したいと思うか

以前から「協働」という言葉を知っていたか

協働のまちづくりが行われていると思うか

協働のまちづくりを推進していくうえで有効だと思う取り組み

性別

同居者

 6 自由意見

マルタスを知っているか

マルタスに期待すること

自由意見

 2 日常生活や地域に

ついて

地域活動・市民活動に参加した理由

地域活動・市民活動に参加して良かったこと

地域活動・市民活動が社会貢献につながっていると思うか

地域活動・市民活動に参加したことがない理由

 3 市民活動について

利用したサービス

マルタスを利用したことがあるか

項　目 質問内容

4 協働のまちづくりに

ついて

 5 市民交流活動セン

ター「マルタス」に

ついて

近所づきあいの程度

住民同士の交流・助け合いがあると感じているか

住民同士の交流・助け合いが必要だと思うか

住民同士の交流・助け合いが必要だと思う理由

住民同士の交流・助け合いが必要だと思わない理由

地域活動・市民活動について感じていること

地域活動・市民活動に参加したことがあるか

年齢

居住地域

地域活動・市民活動の課題

資料 3-2 
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男性

42.7%女性

55.7%

その他

0.1%

答えたくない

0.8%
無回答

0.7%

全体（n=1,207)

10歳代

1.4% 20歳代

6.9%

30歳代

12.9%

40歳代

13.6%

50歳代

17.0%

60歳代

24.0%

70歳以上

23.5%

無回答

0.7%

全体（n=1,207)

 

 

１ 回答者の属性 

（１）性別                 （２）年齢  

   

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）居住地域                    （４）同居者  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.0

5.0

2.4

10.2

7.0

9.1

4.3

7.0

10.6

6.0

0.1

0.2

3.0

3.7

4.2

6.5

11.7

4.1

1.0

0% 5% 10% 15%

城北

城西

城乾

城坤

城南

土器

飯野

川西

郡家

垂水

本島

広島

栗熊

岡田

富熊

飯山南

飯山北

分からない

無回答

全体（n=1,207）

11.1

66.9

11.3

16.9

43.7

2.4

5.0

4.9

2.2

0.7

0% 20% 40% 60% 80%

単身（同居者なし）

配偶者

父

母

子

祖父母

兄弟姉妹

孫

その他

無回答

全体（n=1,207）

性別は、「男性」が 42.7％、「女

性」が 55.7％です。 

年齢は、「60 歳代」が 24.0％と最も

多く、次いで「70 歳以上」が 23.5％、

「50 歳代」が 17.0％と続いています。 

居住地域は、「飯

山北」が 11.7％と

最も多く、次いで

「郡家」が 10.6％、

「城坤」が 10.2％

と続いています。 

同居者は、「配偶者」

が 66.9％と最も多く、次

いで「子」が 43.7％、「母」

が16.9％、「父」が11.3％

と続いています。 

Ⅱ  調査結果 
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２ 日常生活や地域について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

よくつきあっている

7.2%

ある程度

つきあっ

ている

39.9%

あまりつき

あっていない

24.4%

ほとんどつき

あっていない

27.7%

無回答

0.7%

全体（n=1,207)

必要だと思う

20.0%

ある程度必要

だと思う

58.6%

あまり必要

ではない

10.9%

必要ではない

2.8%

どちらともいえない

7.0%
無回答

0.7%

全体（n=1,207)

【問 5：近所づきあいの程度】 【問 6：住民同士の交流・助け合いがあると感じているか】 

とても感じている

4.5%

ある程度

感じている

42.8%あまり感じ

ていない

34.3%

全く感じて

いない

10.7%

どちらともいえない

6.9%

無回答

0.8%

全体（n=1,207)

 近所づきあいについては、「よくつきあっている」と「ある程度つきあっている」の

合計が 47.1％、住民同士の交流・助け合いがあると感じているかについては、「とても

感じている」と「ある程度感じている」の合計が 47.3％と、いずれも半数程度の割合

となっています。 

 住民同士の交流・助け合いが必要だと思うかについては、「必要だと思う」と「ある

程度必要だと思う」の合計が 78.6％となっており、必要だと感じながらも、近所づき

あい等がないという方が一定程度存在すると考えられます。 

【問 7：住民同士の交流・助け合いが必要だと思うか】 
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 住民同士の交流・助け合いが必要だと思う理由としては、「災害時など、いざという

時に安心できるから」が 76.1％となっています。一方、必要だと思わない理由として

は「人間関係がわずらわしいから（50.8％）」や「忙しくて時間がないから（36.4％）」

の割合が高くなっており、非常時に協力し合えるようにするためにも、日ごろから人

間関係の問題に配慮しながら、ある程度の関係性を構築できるような工夫が必要であ

ると考えられます。 

【問 8：住民同士の交流・助け合いが必要だと思う理由】 

【問 9：住民同士の交流・助け合いが必要だと思わない理由】 
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３ 市民活動について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域活動・市民活動に参加したことがあるかについては、「地域活動に参加したこと

がある（38.8％）」「市民活動に参加したことがある（4.1％）」「地域活動にも市民活動

にも参加したことがある（10.9％）」を合計すると 53.8％であり、半数以上が地域活動・

市民活動への参加経験があると回答しています。 

 ただし、地域活動・市民活動に参加した理由については「役が回ってきたから」が

53.2％で最も高い割合となっており、自発的な理由（「活動の趣旨に賛同・共感したか

ら」「活動の内容に興味があったから」）の割合を大きく上回っています。 

地域活動に参加

したことがある

（参加している）

38.8%

市民活動に参加したことが

ある（参加している）

4.1%

地域活動にも市民活動にも

参加したことがある

（参加している）

10.9%

地域活動にも

市民活動にも

参加したこと

がない

44.3%

無回答

1.9%

全体（n=1,207)

53.2

22.3

19.9

19.1

15.9

13.1

12.5

9.4

8.3

3.4

1.2

0% 20% 40% 60%

役が回ってきたから

活動の趣旨に賛同・共感したから

自分が役に立てそうだったから

家族や友人に誘われたから

活動の内容に興味があったから

あまり負担なくできそうだったから

何となく（自然に、いつの間にか）

自分や身近な人がお世話になったから

楽しそうだったから

その他

無回答

全体（n=649）

【問 11：地域活動・市民活動に

参加したことがあるか】 

【問 12：地域活動・市民活動に 

参加した理由】 
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 地域活動・市民活動に参加して良かったことについては、「地域や人の役に立つこと

ができた（38.4％）」や「知り合い・友人・仲間が増えた（36.4％）」、「多世代、他職種

の人と交流ができた（31.6％）」等、様々な点が挙げられており、「特にない」は 12.8％

と少数となっています。 

 このことから、参加経験者の体験談を周知していくことも、地域活動・市民活動へ

の参加を促す方法の一つと考えられます。 

38.4

36.4

31.6

16.0

15.7

14.6

8.8

7.2

6.6

0.6

12.8

1.5

0% 10% 20% 30% 40%

地域や人の役に立つことができた

知り合い・友人・仲間が増えた

多世代、他職種の人と交流ができた

災害時などいざという時に安心できる

活動が楽しかった

社会に対する視野が広がった

自分の経験を生かすことができた

健康づくりに役立った

人間性が豊かになった

その他

特にない

無回答

全体（n=649）

【問 13-ア：地域活動・市民活動に参加して良かったこと】 
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４ 協働のまちづくりについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容をある程度

知っていた

14.7%

内容は分からないが、

聞いたことはあった

22.2%
知らなかった

61.5%

無回答

1.6%

全体（n=1,207)

44.9

42.8

26.8

16.7

15.3

14.1

13.8

10.6

10.4

10.3

9.1

3.4

4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市の現状や課題などに関する積極的な情報提供

市の広報紙やホームページなどによる

市民活動や協働に関する情報の発信

市政やまちづくりに参加できる機会の提供

ボランティア活動をしたら

ポイントが貯まる制度の導入

市職員の協働に関する意識向上

市民活動団体の活動に対する支援

（資金や活動拠点など）

市民と様々な団体が地域課題などを

共有できる対話の場づくり

地域と市民活動団体、企業の社会貢献活動を

つなぐコーディネート

企業の社会貢献活動の促進

まちづくりや協働の認識を深める

ための講座や講演会の開催

ボランティア保険など活動中の

事故等に対する制度確立

その他

無回答

全体（n=1,207）

【問 17：以前から「協働」という言葉を知っていたか】 

 市が協働のまちづく

りを推進していくうえ

で有効だと思う取り組

みについては、「市の現

状や課題などに関する

積 極 的 な 情 報 提 供

（44.9％）」や「市の広

報紙やホームページな

どによる市民活動や協

働に関する情報発信

（42.8％）」の割合が高

くなっており、情報発

信等による認知度向上

から取り組んでいくこ

とが求められていま

す。 

【問 19：協働のまちづくりを推進していくうえで有効だと思う取り組み】 

【問 18：協働のまちづくりが行われていると思うか】 

行われていると思う

4.1%

ある程度行われて

いると思う

33.1%

あまり行われてい

ないと思う

21.0%

行われて

いないと思う

5.7%

どちらとも

いえない

33.1%

無回答

3.0%

全体（n=1,207)

 アンケート回答以前から「協働」という言葉を知っていたかについては「知らなか

った」の割合が 61.5％と半数以上を占めており、内容まで知っていた人は 14.7％とな

っています。 

 また、協働のまちづくりが行われていると思うかについては、「行われていると思

う」と「ある程度行われていると思う」を合わせた「行われていると思う（計）」が

37.2％、「あまり行われていないと思う」と「行われていないと思う」を合わせた「行

われていない（計）」が 26.7％、「どちらともいえない」が 33.1％ となっています。 



8 

５ 市民交流活動センター「マルタス」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どのような施設か

ある程度知っている

36.9%

詳しくは分からな

いが、施設の存在

は知っている

41.3%

知らない

16.7%

無回答

5.2%

全体（n=1,207)

利用した

ことがある

40.8%利用した

ことはない

53.6%

無回答

5.6%

全体（n=1,207)

70.9

32.9

25.2

20.5

19.7

10.4

9.8

9.3

6.9

0.6

6.3

1.4

0% 20% 40% 60% 80%

カフェ（スターバックスコーヒー）を利用する

新聞や図書を読む

キッズスペースを利用する

市民活動やイベントに参加する

気晴らしや時間つぶしを行う

学習をする

仕事や打ち合わせをする

貸会議室を利用する

市民活動団体等の情報を得る

市民活動について相談する

その他

無回答

全体（n=492）

【問 20：マルタスを知っているか】 

【問 21：マルタスを利用したこと

があるか】 

【問 22：利用したサービス】 

マルタスを知っているかに

ついては、「詳しくは分からな

いが、施設の存在は知ってい

る」が 41.3％と最も高く、次い

で「どのような施設かある程度

知っている」が 36.9％となって

おり、存在自体は約８割が認知

しているのに対し、どういった

施設か知っているのはその内

の半数程度となっています。 

マルタスを利用したことがあるかについては、「利用したことがある」が 40.8％と

なっており、上述した認知状況の「どのような施設かある程度知っている」の割合を

上回っていることから、利用したことはあっても施設の詳細を知らない人が一定数い

ることがわかります。 

また、利用したサービスは「カフェ（スターバックスコーヒー）を利用する」が７

割以上となっています。 
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48.6

39.4

20.0

18.7

18.4

16.3

10.8

10.1

6.1

1.9

10.8

7.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

何気なく立ち寄ることができる場

イベントの実施

市民活動や市民活動団体に関する情報発信

様々な人との出会いや交流がある場

子どもと一緒に過ごせる場

仕事や学習に使える場

市民活動ができる場

市民活動に対する支援

会議や研修に使える場

その他

特にない

無回答

全体（n=1,207）

今後マルタスに期待することについては、「何気なく立ち寄ることができる場」が

48.6％と最も高く、次いで「イベントの実施」が 39.4％、「市民活動や市民活動団体に

関する情報発信」が 20.0％、となっています。 

カフェの利用が多いことからも「何気なく立ち寄ることができる場」としての期待

は高いことがわかりますが、イベントや市民活動に関する情報発信への期待も一定数

あることから、市民が落ち着ける場所としての空間はそのままに、市民活動や協働に

関するイベントを開催することで、マルタスをより有効に活用することができると考

えられます。 

 

【問 23：マルタスに期待すること】 


